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皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

千
葉
県
東
部
支
部
は
新
体
制
で
発
足
し
て
以
来

11
年
目
を
迎
え
、
大
学
・
本
部
校
友
会
と
の
連
携

を
と
り
な
が
ら

校
友
会
活
動
を

進
め
て
参
り
ま

し
た
。
大
学

は
、
本
年
1
月

で
１
８
８
１
年

の
明
治
法
律
学

校
開
設
以
来

１
３
３
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が

進
む
我
が
国
で

は
、
２
０
１
８

年
か
ら
18
歳
人

口
の
減
少
が
急

速
に
進
み
、
勝
者
と
敗
者
の
大
学
が
明
確
に
出
て
く

る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
２
０
１
０
年
度
か
ら
4
年
連

続
で
の
一
般
入
試
志
願
者
数
日
本
一
や「
志
願
し
た

い
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
6
年
連
続
1
位（
関
東
・
東

海
・
関
西
エ
リ
ア
、
リ
ク
ル
ー
ト
進
学
総
研
・
昨
年

7
月
発
表
）に
な
る
な
ど
人
気
の
高
ま
る
母
校
で
す

が
、
生
き
残
り
を
か
け
先
端
教
育
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

促
進
な
ど
改
革
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
箱
根
駅
伝
で

は
64
年
ぶ
り
の
往
路

２
位
、
総
合
で
は
昨
年

を
上
回
る
４
位
と
な
り

良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
れ

た
事
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
の
東
京
六
大

学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦

で
は
37
回
目
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
卓
球

で
も
水
谷
隼
選
手
が
1

月
の
全
日
本
選
手
権
に

お
い
て
2
年
連
続
7
度

　

去
る
３
月
24
日（
火
）、
千
葉
地
域
支
部
会
員
の

諸
江
勇
生
氏（
昭
和
37
年
商
学
部
卒
）の
紹
介
に
よ

り
支
部
設
立
の
情
報
が
あ
り
、
諸
江
氏
と
共
に
川

岸
屋
水
産
会
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
社
を
経
営

す
る
徳
本
敏
男
氏
は
ご
夫
婦

お
よ
び
ご
子
息
夫
婦
が
明
大

卒
で
あ
る「
明
治
一家
」で
す
。

徳
本
氏
は
、
平
成
22
年
12
月
に
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る「
銚

子
駿
台
会
」を
発
足
さ
せ
、
銚
子
地
域
支
部
と
し

て
正
式
登
録
を
目
指
し
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
会
は
現
在
21
名
の
会
員
が
お
り
、
宮
内
孝
純
支

部
長
、
寺
島
善
夫
副
支
部
長
、
佐
倉
勝
行
副
支
部

長
、
山
本
雅
信
事
務
局
長
を
中
心
に
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
同
日
は
、
徳
本
氏
、
宮
内
氏
、
寺
島
氏（
以

上
、
銚
子
市
）、
鈴
木
勝
彦
氏（
匝
瑳
市
）に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
東
総

地
域
支
部（
銚
子
・
旭
・

匝
瑳
市
）設
立
に
つ
い
て

早
急
に
準
備
し
て
い
く
方
向
で
話
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
な
お
、
今
後
の
連
絡
は
鈴
木
氏
を
窓
口
と
し

て
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。（
山
喜
工
業
有
限
会
社　

代
表
取
締
役　

鈴
木
勝
彦
氏　

０
４
７
９–
７
２–

０
６
０
０
）

目
の
優
勝
を
飾
る
な
ど
、
各
ス
ポ
ー
ツ
部
門
に
お
い

て
多
く
の
現
役
選
手
の
活
躍
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
9
月
6
～
7
日
、
朱
鷺
メ
ッ
セ（
新
潟
市
）に

て
第
50
回
明
治
大
学
全
国
校
友
大
会
が
行
わ
れ
全
国

か
ら
約
１
３
０
０
名
の
校
友
が
参
加
し
ま
し
た
。
6

日
に
は
前
夜
祭
、
翌
7
日
は
記
念
式
典
、
吉
田
義
人

元
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
の
記
念
講
演
、
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
盛
況
の
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
7
日
午
前

に
は
、
護
国
神
社
境
内
に
あ
る
戦
没
学
徒
忠
霊
殿
に

て
慰
霊
祭
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
支
部
か
ら
の
参
加

者
は
12
名
で
あ
り
、
大
変
感
動
し
校
友
を
深
め
ら
れ

て
良
か
っ
た
と
の
感
想
を
漏
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
全
国
大
会
の
開
催
地
に
つ
い
て
は
、
滋
賀

県
、鳥
取
県
、沖
縄
県
、石
川
県
が
決
定
し
て
お
り
、

現
在
、
石
川
県
に
続
く
２
０
１
９
年
の
開
催
に
向
け

て
千
葉
県
東
部
・
西
部
支
部
合
同
で
招
致
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
部
校
友
会
の
総
務
委
員
会
及

び
代
議
委
員
会
で
議
決
さ
れ
る
と
、
本
年
の
滋
賀
県

大
会
で
正
式
発
表
と
な
り
ま
す
。
同
大
会
の
誘
致
・

開
催
に
は
会
員
各
位
の
ご
支
援
が
不
可
欠
で
す
。
つ

き
ま
し
て
は
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

東
総
地
域
支
部
設
立
へ

支部長
あいさつ

２
０
１
９
年
の
全
国
校
友
大
会

千
葉
県
誘
致
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を

明
治
大
学
校
友
会

　
千
葉
県
東
部
支
部

　
　
支
部
長　

小
関　

道
生
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幹
事
長
　
国
吉
　
晃
甲

　

２
月
７
日（
土
）、
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
幕

張
に
て
新
春
賀
詞
交
歓
会（
千
葉
県
東
部
支
部
主

催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、「
釈
迦

と
ド
ラ
ッ
ガ
ー
」を
テ
ー
マ
に
明
治
大
学
大
学
院

特
別
招
聘
講
師
で
あ
り
公
認
会
計
士
で
あ
る
谷
慈

義
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
つ
づ
く
懇
親
会
は
、

市
原
地
域
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歌
舞
伎
の
ご
披

露
が
あ
り
、
最
後
は
輪
に
な
り
肩
を
組
み
校
歌
を

大
合
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
10
月
８
日（
水
）に
は
、
千
葉
夷
隅
ゴ

ル
フ
倶
楽
部（
岡
本
支
配
人
は
明
治
Ｏ
Ｂ
）に
て
第

８
回
東
京
六
大
学
千
葉
県
Ｏ
Ｂ
会（
六
旗
の
会
）親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
。
今
回
の
幹
事
は
明
治
大

学
で
あ
り
、
参
加
者
は
75
名
、
結
果
は
早
稲
田
大

学
の
三
連
覇
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
こ

れ
ま
で
の
優
勝
校
は
、
第
１
回
が
慶
応
、
第
２
～

５
回
が
明
治
、
第
６
～
８
回
が
早
稲
田
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
は
立
教
大
学
が
幹
事
と
な
り
秋
に
開
催
予

定
で
す
。
毎
回
最
多
の
参
加
者
数
で
あ
る
明
治
の

結
束
力
は
他
校
の
羨
望
の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

腕
前
は
関
係
な
く
親
睦
が
目
的
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

支
部
長
　
金
子
　
信
博

　

混
戦
と
言
わ
れ
る
な
か
、昨
年
９
月
27
日（
土
）

早
大
戦
の
１
回
戦
。
校
友
８
名
で「
母
校
後
輩
の

援
助
を
図
る
」た
め
、
野
球
部
へ
の
陣
中
見
舞
と
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●講師プロフィール

蟹瀬　誠一（かにせ　せいいち）

国際ジャーナリスト・キャスター、明治大学国際日本学
部教授

1950年生まれ。上智大学卒業後、米国ＡＰ通信社記
者、フランスＡＦＰ通信社記者、タイム誌東京特派員を
歴任。91年にＴＢＳ『報道特集』のキャスターとして日
本のテレビ報道界に転身。国際ジャーナリストとして
活躍する傍ら04年から明治大学教授。０８年には国際
日本学部長に就任（13年退任）。(株)アコーディアゴル
フ（12年６月退任）、㈱アバージェンスの取締役も務め
る。著書には『もっと早く受けてみたかった国際政治の
授業』『１日15分が一生を変える』など多数。

四
街
道
地
域
支
部

千
葉
地
域
支
部

地
域
支
部
だ
よ
り

明治大学公開講演会

●日　時　平成27年９月19日（土）
　　　　　15：30～17：00（受付15：00～）

●会　場　京葉銀行文化プラザ
　　　　　千葉市中央区中央２－５－１
　　　　　０４３－２０２－０８００
●入場料　無料（一般の方の入場歓迎）

主催／明治大学、明治大学校友会千葉県東部支部
お問い合わせ／☎043－265－5059（事務局）

「激動する
 世界の潮流を読む」
●講　師　蟹瀬　誠一氏
　　　　　　（明治大学国際日本学部教授）
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４
月
昭
和
の
日
に
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
際
、
チ

ケ
ッ
ト
売
上
金
の
一
部
を
東
日
本
大
震
災
の
復
興

の
た
め
に
と
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
な
お
震
災
復
興
の
途
上
に
あ
る
方
々
の
た
め

に
少
し
で
も
お
役
に
た
て
ば
と
の
気
持
ち
で
、
支

部
活
動
の
一
端
と
し
て
少
額
で
は
あ
り
ま
す
が
お

贈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
状
を
い
た

だ
け
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
当
日
は
地
域
住
民
や
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
、
多
く
の
皆
様
の
前
で
地
域
支
部
の
活
動
を

紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
支
部
と
し
て

も
有
難
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
大
会
で
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
宮

司
の
宮
田
修
氏
に
よ
る「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
宮

司
へ　

地
域
と
の
つ
な
が
り
～
シ
ニ
ア
世
代
が
輝

く
と
き
」と
題
す
る
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
支
部
も
シ
ニ
ア
世
代
が
輝
き
つ
つ
、
若
い
世

代
と
の
交
流
を
図
り
、
支
部
活
動
の
一
層
の
発
展

を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

と
が
出
来
ま
し
た
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
若
い

方
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
い
つ
も
思
う
こ
と
で
す

が
、
会
の
存
続
の
た
め
に
も
若
者
の
参
加
に
つ
い

て
知
恵
を
絞
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

席
上
話
題
と
な
っ
た
こ
と
は
、
10
月
に
予
定
し

て
い
る
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
の
件
で
し
た
。
今
回
は
10
回
の
節
目
で
あ

る
の
で
、
記
念
的
な
も
の
を
考
え
た
い
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
協
議
の
結
果
、
特
別
ゲ
ス
ト
を
呼
ぶ

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
人
選
で
頭
を
悩
ま

し
、
各
方
面
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
千
葉
地
域
支
部

の
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
の
林
社
長
の
お
世
話
に
よ

り
、
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス
を
お
願
い
出
来
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
明
治
Ｏ
Ｂ

も
お
り
、
気
持
ち
よ
く
出
演
を
受
け
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
地
域

の
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
と
な
っ
た
と
安

心
し
て
お
り
ま
す
。
入
場
料
も
い
つ
も
と
同
じ
で

据
え
置
き
で
行
う
予
定
で
す
。
こ
の
様
な
形
で
地

域
貢
献
で
き
る
の
は
、
ま
さ
に
明
治
大
学
の
強
み

で
あ
り
、
他
で
は
ま
ね
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

校
友
会
の
活
動
は
、
自
分
の
支
部
は
勿
論
の
こ

と
、
他
の
支
部
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ

り
輪
が
広
が
り
、
楽
し
み
も
喜
び
も
大
き
く
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
部
長
　
山
口
　
進

　

去
る
２
月
７
日
、
印
西
市
社
会
福
祉
大
会
に
お

い
て
感
謝
状
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年

け
付
け
し
た
件
数
の
消
化
後
に
休
館
す
べ
き
と
の

意
見
も
あ
っ
た
が
、
竣
工
後
44
年
が
経
過
し
、
天

井
脱
落
の
危
険
性
お
よ
び
耐
震
診
断
の
結
果
を
踏

ま
え
、
人
命
が
最
優
先
だ
と
し
て
今
年
４
月
１
日

よ
り
休
館
し
対
策
を
実
施
す
る
と
い
う
結
論
に
達

し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

支
部
と
し
て
い
ろ
い
ろ
討
議
し
た
が
、
人
命
と

い
う
大
義
を
重
く
見
て
、
非
常
に
残
念
で
す
が
今

年
の
演
奏
会
中
止
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
横
堀
　
喜
六

　

地
域
支
部
の
総
会
を
４
月
24
日（
金
）に
茂
原
市

内
の
居
酒
屋「
だ
い
じ
ゅ
」に
て
行
い
ま
す
。

　

総
会
の
議
会
を
、
①
役
員
の
改
選
、
②
明
治
大

学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
の
招
致
、
③

そ
の
他
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
、
郵
便
振
込
み
に
て
年
会
費
の
徴

収
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
は
57
名
か
ら
合
計

６
１
０
０
０
円
を
い
た
だ
き
、
支
部
活
動
費
に
充

当
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
の
前
日
23
日（
木
）に
は
、
四
大
学

（
明
治
大
・
早
稲
田
大
・
中
央
大
・
日
本
大
）の
対

抗
ゴ
ル
フ
を
千
葉
夷
隅
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　　
　
　
　

幹
事
長
　
植
松
　
憲
一

　

本
年
１
月
16
日
、
東
金
市
内
の
料
亭
に
て
恒
例

で
あ
る
地
域
支
部
の
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

い
つ
も
出
席
く
だ
さ
る
先
輩
が
相
変
わ
ら
ぬ
元
気

な
姿
を
見
せ
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
新
し
く
加
入
し

て
く
れ
た
校
友
も
お
り
、
大
い
に
親
睦
を
図
る
こ

応
援
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

先
発
山
﨑（
４
年
・
日
大
三
）は
、
初
回「
球
が

軽
く
て
キ
レ
が
な
い
」（
牧
靖
祐
さ
ん
評
）。
し
か

し
、
６
回
ま
で
５
安
打
３
失
点
に
抑
え
て
、
斉
藤

（
１
年
・
桐
蔭
学
園
）に
リ
リ
ー
フ
し
、
８
対
３
で

先
勝
。
試
合
後
、
通
算
20
勝
目
を
挙
げ
た
山
﨑
は

「
球
威
は
ま
だ
ま
だ
だ
け
ど
、
こ
こ
か
ら
上
げ
て

い
け
れ
ば
」と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

反
省
会
は
四
街
道
駅
前
の「
つ
ぼ
八
」。
野
球
通

の
飯
塚
敬
さ
ん
の
歓
迎
会
も
兼
ね
、
６
人
で
祝

杯
。「
こ
ん
な
に
元
気
の
な
い
早
大
は
は
じ
め
て
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
案
の
定
、
翌
日
２
回

戦
は
、
栁（
２
年
・
横
浜
）が
完
封
し
７
対
０
で
勝

利
。
明
大
が
勝
ち
点
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

支
部
長
　
伊
坂
　
壽
雄

　

近
頃
は
多
く
の
地
域
で
、
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ

ン
倶
楽
部
の
演
奏
会
が
開
か
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
私
ど
も
木
更
津
地
域
支
部
で
は
、
昭
和
53
年

以
来
37
年
連
続
で
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

年
も
10
月
25
日
の
開
催
が
決
ま
り
、
会
場（
木
更

津
市
民
会
館
）の
予
約
受
付
が
一
年
前
の
先
着
順

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
10
月
24
日
の
深
夜
よ
り

並
び
会
場
を
確
保
い
た
し
ま
し
た
。
マ
ン
ド
リ
ン

倶
楽
部
を
は
じ
め
各
方
面
と
連
絡
を
取
り
準
備
を

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
11
月
20
日
付

で
木
更
津
市
長
名
に
よ
る「
木
更
津
市
民
会
館
の

休
館
に
つ
き
ま
し
て（
お
詫
び
）」な
る
文
書
が
突

然
送
付
さ
れ
、
驚
き
と
憤
り
を
感
じ
た
訳
で
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
12
月
１
日
に
市
役
所
担
当
課
長
に
抗
議
し

た
と
こ
ろ
、
市
の
説
明
と
し
て
は
、
一
部
に
は
受

印
旛
地
域
支
部

山
武
地
域
支
部

茂
原
地
域
支
部

木
更
津
地
域
支
部
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明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長四

街
道
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
45
年　

農
学
部
卒

金
子
信
博

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長千

葉
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
32
年　

商
学
部
卒

新
城
洋
一

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

支
部
長

千
葉
地
域
支
部
相
談
役

昭
和
40
年　

経
営
学
部
卒

小
関
道
生

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長山

武
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
37
年　

政
経
学
部
卒

行
木　

静

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長茂

原
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
36
年　

商
学
部
卒

横
堀
喜
六

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長木

更
津
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
30
年　

商
学
部
卒

伊
坂
壽
雄

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長習

志
野
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
39
年　

商
学
部
卒

岩
城
文
彬

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長成

田
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
35
年　

政
経
学
部
卒

小
川　

賢

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長印

旛
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
28
年　

農
学
部
卒

山
口　

進

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長市

原
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
45
年　

法
学
部
卒

市
河
素
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長八

千
代
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
42
年　

工
学
部
卒

北
川
宏
一

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長鴨

川
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
42
年　

政
経
学
部
卒

石
田
日
出
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長地

域
支
部
設
立
担
当

昭
和
40
年　

農
学
部
卒

伊
藤
博
陽

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

顧　

問

武
井　

博

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

監
査
委
員

習
志
野
地
域
支
部
顧
問

昭
和
33
年　

商
学
部
卒

深
山
正
幸

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

監
査
委
員

千
葉
地
域
支
部
顧
問

昭
和
32
年　

法
学
部
卒

名
取 

始

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

名
誉
支
部
長

千
葉
地
域
支
部
名
誉
顧
問

昭
和
35
年　

政
経
学
部
卒

椎
名
茂
樹

千
葉
地
域
支
部
監
査
委
員

昭
和
27
年　

政
経
学
部
卒
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明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
61
年　

工
学
部
卒

国
吉
晃
甲

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

山
武
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
46
年　

政
経
学
部
卒

植
松
憲
一

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
会
計
幹
事

昭
和
43
年　

文
学
部
卒

小
池
孔
子

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
62
年　

政
経
学
部
卒

林　

威
樹

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹
事
長千

葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
49
年　

商
学
部
卒

吉
田　

耕
太
郎

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

顧　

問千
葉
地
域
支
部

昭
和
41
年　

農
学
部
卒

堀　

東
造

明
治
大
学
校
友
会

　
 

千
葉
県
東
部
支
部

顧　

問四
街
道
地
域
支
部
顧
問

昭
和
34
年　

商
学
部
卒

長
嶋
秀
和

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
61
年　

法
学
部
卒

遠
山　

出

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
63
年　

経
営
学
部
卒

関
口
勝
裕

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
副
支
部
長

昭
和
60
年　

商
学
部
卒

関
根
洋
一

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部

昭
和
42
年　

経
営
学
部
卒

蛭
田　

昇

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
50
年　

政
経
学
部
卒

山
本
俊
子

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

習
志
野
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
47
年　

法
学
部
卒

卯
木
良
和

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事四
街
道
地
域
支
部
幹
事

昭
和
53
年　

政
経
学
部
卒

佐
渡　

斉

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事四
街
道
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
44
年　

政
経
学
部
卒

行
徳
正
雄

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事茂
原
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
42
年　

工
学
部
卒

山
口
博
己

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部

昭
和
37
年　

商
学
部
卒

諸
江
勇
生

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

平
成
3
年　

文
学
部
卒

向
後
恵
里

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

平
成
26
年　

情
報
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
卒

厚
畑　

亘

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事成
田
地
域
支
部
幹
事

昭
和
52
年　

商
学
部
卒

藤
崎
政
弘

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事成
田
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
46
年　

法
学
部
卒

宮
田
明
俊

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事印
旛
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

政
経
学
部
卒

岩
崎
良
信

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事木
更
津
地
域
支
部
幹
事

昭
和
36
年　

農
学
部
卒

鹿
島
文
重

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事木
更
津
地
域
支
部
幹
事

昭
和
34
年　

法
学
部
卒

鈴
木
利
幸

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事木
更
津
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
44
年　

文
学
部
卒

山
田
恒
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
63
年　

政
経
学
部
卒

勝
俣　

淳

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事市
原
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
52
年　

法
学
部
卒

高
橋
秀
彦

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事八
千
代
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
43
年　

商
学
部
卒

伊
藤
慶
久

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事鴨
川
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

商
学
部
卒

辰
野
利
文

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事習
志
野
地
域
支
部
幹
事

昭
和
58
年　

法
学
部
卒

近
藤
一
夫
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ま
し
た
。
当
日
は
会
員
並
び
に
会
員
の
奥
様
方
、

そ
し
て
来
賓
と
し
て
地
元
よ
り
選
出
の
衆
議
院
議

員
、
参
議
院
議
員
、
八
千
代
商
工
会
議
所
女
性
会

会
長
が
出
席
さ
れ
、
総
勢
45
名
の
盛
大
な
会
と
な

り
ま
し
た
。
新
規
会
員
も
３
名
出
席
し
、
カ
ラ
オ

ケ
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
大
い
に
楽
し
み
、
笑
い
声

が
絶
え
な
い
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
一
年
の
健
康
と
活
躍
を
祈
念
し
全
員
で
肩

を
組
み
校
歌
を
歌
い
、
楽
し
い
内
に
散
会
い
た
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
石
田
　
日
出
夫

　

鴨
川
地
域
支
部
は
、２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）

に
結
成
以
来
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

の
常
時
開
催
、
小
学
校
児
童
を
対
象
と
し
た
夏

季
・
秋
季
歩
行
会
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
等
が
定

例
で
す
。
校
友
会
と
い
う
組
織
は
他
支
部
の
得
難

い
知
識
を
持
つ
校
友
の
協
力
を
得
ら
れ
る
有
り
難

い
立
場
に
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
昨
年
は
練
馬
区

在
住
の
農
学
部
校
友
を
交
え
、
校
友
で
あ
り
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
定
機
関
有
機
農
業
推
進
協
会
常
任
理
事
を
務

め
る
林
重
孝
氏
の
農
場
を
訪
問
し
、
有
機
農
業
の

実
際
と
高
説
を
伺
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

千
葉
県
だ
け
で
も
知
識
の
源
、
見
る
べ
き
も
の

は
多
く
あ
り
ま
す
。
社
会
生
活
の
上
で
は
種
々
の

段
階
で
の
責
任
が
存
在
し
ま
す
が
、
校
友
と
い
う

立
場
で
会
の
活
動
に
常
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
北
川
　
宏
一

　

各
地
域
支
部
の
皆
様
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
御
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

先
日
の
東
部
支
部
新
春
賀
詞
交
歓
会
で
の
谷
先

生
の
講
演
、
興
味
深
く
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
市
原
地
域
支
部
の
皆
様
に
よ
る
歌
舞
伎
の
熱

演
、
面
白
く
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

翌
日（
２
月
８

日
）、
当
地
域
支

部
の
新
年
会
が

例
年
通
り
八
千

代
台
ユ
ア
エ
ル

ム
サ
ロ
ン
に
て

開
催
を
い
た
し

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

支
部
長
　
岩
城
　
文
彬

　

当
地
域
支
部
主
催
の
第
13
回
明
治
大
学
マ
ン
ド

リ
ン
倶
楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
５
月

23
日（
土
）に
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
定
期
開
催
す

る
こ
と
永
き
に
渉
り
地
域
社
会
に
も
定
着
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
従
来
は
地
元
小
学
校
の
合
唱
団
と

の
共
演
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
て
参
り
ま
し

た
が
、
昨
年
５
月
10
日
開
催
の
前
回
に
お
き
ま
し

て
は
、
地
元
混
成
合
唱
団
と
の
共
演
で
会
場
と
の

一
体
感
を
一
層
増
幅
さ
せ
、
盛
況
の
裡
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
地
域
支
部
で
は
地
域
の
人
々
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
す
る
た
め
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
渉
っ
て

い
ま
す
。
中
高
年
齢
層
を
対
象
に
し
た
健
康
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
小
川
　
賢

　

平
成
17
年
４
月
に
成
田
地
域
支
部
が
設
立
さ

れ
、
今
年
で
満
10
年
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

６
０
０
名
の
校
友
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
１
３
０

名
の
同
意
、
初
年
度
２
０
０
０
円
の
会
費
納
入
者

は
１
１
６
名
で
し
た
。

　

今
日
ま
で
10
年
間
、
５
月
の
総
会
・
８
月
の
家

族
納
涼
会
・
12
月
の
会
員
忘
年
会
を
活
動
の
中
心

に
、
過
去
４
回
の
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
毎
回
会
場
が
溢
れ
る
ほ
ど
の

入
場
者
数
で
す
。
総
会
・
忘
年
会
も
約
50
名
が
出

席
し
て
お
り
充
実
し
た
内
容
な
の
で
す
が
、
会
員

増
加
に
は
至
ら
ず
昨
年
度
の
会
費
納
入
者
は
70
名

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
11
月
の
第
４
回
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
の
案
内
状
送
付
の
際
、
校
友
会
加
入
を
呼

び
か
け
ま
し
た
が
入
会
者
は
わ
ず
か
３
名
で
し

た
。

　

平
成
27
年
度
の
総
会
は
５
月
30
日
、
第
５
回
マ

ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
は
11
月
15
日
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
宮
田
幹
事
長
と
は
、
地
域
支
部
創
立

10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
何
を
す
る
か
。
今
一
番

重
要
な
こ
と
は
会
員
拡
大
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
会
員
は
10
月
ま
で
に
１
名
以
上
の
新
規
会
員
を

獲
得
す
る
こ
と
を
４
月
６
日
の
役
員
会
に
て
提
案

し
、
総
会
で
決
定
し
た
い
と
話
し
合
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
更
な
る
成
田
地
域
支
部
の
活
性
化
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
関
係
各
位
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鴨
川
地
域
支
部

八
千
代
地
域
支
部

習
志
野
地
域
支
部

成
田
地
域
支
部
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初
代
支
部
長
・
平
野
有
秋
さ
ん（
昭
和
35
年
経

営
卒
）、
２
代
目
支
部
長
・
礒
貝
芳
弘
さ
ん（
昭
和

42
年
政
経
卒
）は
支
部
の
基
盤
づ
く
り
や
活
性
化

に
向
け
て
ご
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
礒
貝
さ
ん
は
体
調
不
良
と
の
こ

と
で
、
昨
年
７
月
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
総
会
を

持
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
後
任
と
し

て
微
力
な
が
ら
私
、
石
田（
昭
和
42
年
政
経
卒
）が

支
部
長
の
重
責
を
負
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。同
時
に
幹
事
長
も
粕
谷
朋
弘
さ
ん（
昭

和
44
年
政
経
卒
）か
ら
辰
野
利
文
さ
ん（
昭
和
54
年

商
学
部
卒
）へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
辰
野
幹
事
長
は
昨
年
の
鴨
川
市
議
会
選

挙
で
通
算
７
期
目
の
当
選
を
果
た
さ
れ
、
議
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
支
部
か
ら
の
議
長
誕
生
は

意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
、
祝
意
を
表
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

さ
て
、
当
地
域
支
部
は
前
述
の
と
お
り
、
２
年

後
に
は
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
全

国
校
友
会
千
葉
県
大
会
が
提
唱
さ
れ
る
な
ど
、
今

後
に
向
け
小
規
模
支
部
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

の「
支
部
の
体
力
強
化
」の
必
要
性
を
認
識
し
た
次

第
で
す
。

　

関
連
し
て
、
隣
接
す
る
館
山
市
・
南
房
総
市
・

鋸
南
町
の
２
市
１
町
は
支
部
が
結
成
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
友
と
連
携
し
今
後
の
在

り
方
も
含
め
て
組
織
強
化
を
図
り
た
く
存
じ
ま
す

の
で
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
市
河
　
素
夫

　

我
々
、
市
原
地
域
支
部
は
３
年
に
一
回
の
計
画

で
の
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
を
目
標
に
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
９
月
20
日
、
第
二
回
目

と
な
る
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
無
事
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
協
力
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
は
ざ
ま
の
二
年
間
の
地

域
活
動
と
し
て
歌
舞
伎
の
練
習
に
励
み
、「
童
夢

座
い
ち
は
ら
」と
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

で
の
慰
問
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
び
は
、
２
月
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
東
部
支
部
賀
詞
交
歓
会
に
お
い
て
は「
与
話
情

浮
名
横
櫛
」を
御
覧
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
今
回
は
前
述
の
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
年
で
あ
り
、
ま
た
公
演
依
頼
が
年
末
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
一
演
目
と
な
り
ま
し
た
が
他
に

五
演
目
ほ
ど
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
有
り
ま
す
。
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
御
覧
に
入
れ
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
の
賀
詞
交
歓
会
に
お
い
て
は
、
他

の
地
域
支
部
の
皆
様
の
日
ご
ろ
の
活
動
も
し
く
は

支
部
員
の
隠
れ
た
才
能
の
発
表
の
場
と
す
る
の
も

よ
ろ
し
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

当
支
部
は
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、
歌
舞
伎
を

通
じ
て
地
域
へ
の
貢
献
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
他
支
部
の
方
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
の
で
歌
舞
伎
の
練
習
を
一
緒
に
し

ま
せ
ん
か
。
新
た
な
自
分
の
発
見
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

明
治
大
学
校
友
会
千
葉
県
東
部
支
部　

顧
問

（
千
葉
地
域
支
部　

監
査
委
員
）

廣
田
　
信
治
氏
（
昭
和
22
年
専
商
学
部
卒
業
）

平
成
26
年
８
月
26
日
ご
逝
去

明
治
大
学
校
友
会
千
葉
県
東
部
支
部　

副
支
部
長

（
千
葉
地
域
支
部　

顧
問
）

古
谷
　
健
一
氏
（
昭
和
42
年
法
学
部
卒
業
）

平
成
26
年
11
月
28
日
ご
逝
去

明
治
大
学
校
友
会
千
葉
県
東
部
支
部　

前
副
支
部
長

（
成
田
地
域
支
部　

前
支
部
長
）

小
池
　
利
道
氏
（
昭
和
28
年
商
学
部
卒
業
）　

平
成
26
年
12
月
３
日
ご
逝
去

市
原
地
域
支
部

お
悔
や
み
（
平
成
26
年
度
）

収入の部

科目 予算額 決算額 増減額

Ⅰ本部からの助成金収入 1,322,800 1,380,679 57,879

Ⅱ支部会費収入 900,000 780,000 -120,000

Ⅲ事業収入 1,100,000 821,706 -278,294

Ⅳ広報誌広告収入 150,000 187,000 37,000

Ⅴ果実収入 2,000 340 -1,660

収入計 3,474,800 3,169,725 -305,075

前年度繰越収支差額 1,827,906 1,827,906 0

合計 5,302,706 4,997,631 -305,075

支出の部

科目 予算額 決算額 増減額

Ⅰ事業費 1,050,000 1,148,887 98,887

Ⅱ広報費 170,000 163,870 -6,130

Ⅲ組織費 90,000 70,000 -20,000

Ⅳ運営費 2,134,800 2,107,161 -27,639

Ⅴ寄付金 30,000 0 -30,000

支出計 3,474,800 3,489,918 15,118

Ⅵ当年度収支差額 0 -320,193 -320,193

Ⅶ次年度繰越収支差額 1,827,906 1,507,713 -320,193

合計 5,302,706 4,997,631 -305,075

2013年度  決算報告書

明治大学校友会千葉県東部支部

（単位：円）

（単位：円）

資産の部

科目 当年度 前年度 増減

普通預金  514,021  821,049  -307,028 

定期預金  1,007,098  1,006,857  241 

合計  1,521,119  1,827,906  -306,787 

負債・収支差額の部

未払金  13,406 0  13,406 

前年度繰越金収支差額  1,827,906  1,883,017  -55,111 

当年度収支差額  -320,193  -55,111  -265,082 

合計  1,521,119  1,827,906  -306,787 

明治大学校友会千葉県東部支部

（単位：円）
貸借対照表

（2014年3月31日現在）

収支計算書
（自2013年4月1日　至2014年3月31日）
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校友各位 明治大学校友会　会長　向殿　政男

　明治大学校友会は、各界各層で活躍する校友約50万名を擁し、母校の支援・賛助と会員相互の親睦を
目的として活動しております。卒業生を「校友」と称したのは、我が国では明治大学が初めてで、校友
（卒業生）の皆様は、本学の校友規則及び校友会会則により明治大学校友会会員となります。校友の皆様
には、校友会を維持・運営していくため『終身会費 30,000円』の納入をお願いしております。
　校友会の諸活動をご支援いただくため、校友会終身会費を納入されていない校友の皆様に是非納入を
お願いする次第です。

◆2014年度校友会支部総会案内から、当会費をご納入いただいたご住所の届出がされている校友の方に　
　本部から案内を送付させていただきます。校友会の諸活動へのご理解・ご協力をお願いいたします。　

【振込用紙の請求】下記の
連絡先からご請求ください。

明治大学　校友課
〒101-8301
東京都千代田区神田駿河台1-1
TEL　03-3296-4730
FAX　03-3296-4732

明治大学校友会終身会費納入のお願い

明治大学校友会千葉県東部支部明治大学校友会千葉県東部支部

平成27年度　平成27年度　定時総会・懇親会のご案内定時総会・懇親会のご案内
明治大学校友会千葉県東部支部明治大学校友会千葉県東部支部

平成27年度　平成27年度　定時総会・懇親会のご案内定時総会・懇親会のご案内

●日　時／平成27年6月7日（日）　受付／12:00～　総会／13:00～　懇親会／14:00～16:00
●会　場／ホテルグリーンタワー幕張（JR海浜幕張駅下車）【千葉市美浜区ひび野2-10-3　TEL／043-296-1122】
●会　費／10,000円　※当日ご持参ください

第1部　総会（13:00～14:00）
議事

【第１号議案】平成26年度「事業報告・決算承認・監査報告」の件
【第２号議案】平成27年度「事業計画案・予算案承認」の件
【第３号議案】千葉県東部支部会則の一部改正並びに役員再任の件
【第４号議案】新役員選任の件

第2部	 懇親会（14:00～16:00）
アトラクション
明治大学応援団（チア・吹奏）
懐かしい校歌・応援歌をチアの演技と
共にお楽しみください。

●地域支部の皆様へ…東部支部定時総会とは別に「各地域支部定時総会」も開かれます。

 地域支部名 開催日時 会場 会費 連絡先

 千　葉 6 月    7 日 ( 日 )11:00 ～ ホテルグリーンタワー幕張 1,000円 043-251-4148（国吉）

 四街道 5 月 30 日 ( 土 )12:00 ～ 「波奈」（はな） 6,000円 043-422-0140（金子）

 木更津 5 月 22 日 ( 金 )18:30 ～ 「ケルン」 なし 0438-22-3226（伊坂）

 茂　原 4 月 24 日 ( 金 )18:00 ～ 「居酒屋だいじゅ」 6,000円 0475-23-8922（山口）

 山　武 5 月 10 日 ( 日 )17:00 ～ 「料亭角十」 5,000円 0475-52-3445（植松）

 印　旛 5 月17 日 ( 日 )14:00 ～ ホテルグリーンタワー幕張 6,000円 090-4811-9114（岩崎）

 成　田 5 月 30 日 ( 土 )17:00 ～ 成田Ｕ - シティホテル 5,000円 0476-22-3312（宮田）

 習志野 6 月    6 日 ( 土 )18:00 ～ パーティハウス「鳥吉」 3,000円 090-6133-4800（卯木）

 鴨　川 5 月 15 日 ( 金 )18:00 ～ 鴨川ユニバースホテル 7,000円 090-2652-4787（鈴木）

 八千代 5 月 17 日 ( 日 )15:30 ～ ユアエルム八千代台店エルムサロン 5,000円 080-5474-1945（伊藤）

 市　原 5 月 16 日 ( 土 )15:00 ～ サンプラザ市原　           ※懇親会費 4,000円 0436-37-1530（事務局）


